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【54】湖沼は河川か？  

 

 

 海外の事情は知りませんが、わが国では河川管理の基本となる「河川法」に河川の定義と

して、“公共の水流及び水面をいう”とあり、公共の水流は河川そのもので公共の水面とは自

然の湖沼や公共の貯水池を指します。海面は含まれないようです。すなわち、行政上の管理

の対象になるような重要な湖沼は河川法の下で、河川として管理されることになります。 

 雨量の多いわが国では、一般的に湖沼から排水する河川が流れ出しているので、その河川

の属する水系の一部として湖沼は位置づけられます。わが国最大の琵琶湖からは淀川水系の

瀬田川が流れ出すので、琵琶湖は淀川水系に属します。同様に、霞ケ浦は利根川水系の常陸

川が流れ出すので利根川水系の一員ですし、猪苗代湖は阿賀野川水系の日橋川（にっぱしが

わ）が流れ出すので阿賀野川水系です。 

 したがって表題の答えは、“湖沼は地形学的にはともかく、法律上、行政上は河川として扱

われる”ということになります。 

 さて、ここでクイズです。 

 長野県の「諏訪湖」、青森県と秋田県にまたがる「十和田湖」、島根県の「宍道湖（しんじ

こ）」の属する水系はそれぞれ何でしょう。 


